
品川区は昭和 17 年 4 月 18 日の初空襲から終戦目前の昭和 20 年 8 月 13 日に至るまで、度重なる空

襲により甚大な被害を受けました。特に昭和２０年５月２４日の空襲では、当時の荏原区は都内でも

最大の被害を受け、焼け野原になりました。「焼け残った星薬科の講堂の屋根が豊町から見えた。後

地の交差点から星薬科の屋根が見えた。」という証言を聞きました。今の品川からは想像できませ

ん。 

私たちは、地域の方の戦争の証言を聞く中で、５月２４日の空襲が３月１０日の東京空襲より大規模

な爆撃であったこと、死者こそ多くないが、焼け野原になり、荏原区役所も焼けてしまったことを知

りました。「城南空襲を語り継ぐ会」を１０年続けてきましたが、語れる方も大変高齢になり、次々

と亡くなっています。ここ数年、空襲で焼け残ったもの、焼けてしまったものを案内人と一緒に「焼

け跡歩き」しました。焼けてしまったことを知るものがあまりに少ないことを痛感しました。 

品川区は「非核平和都市宣言」をして平和への取り組みを続けてきています。「核兵器廃絶と恒久平

和確立の精神を継続的に広く普及させていくとともに、戦争の悲惨さ、平和の大切さを次世代に伝え

続けます。」と宣言のパンフレットには書いてありました。平和の像や、平和の花壇などたくさんあ

りますが、地元の戦争の足跡を知り平和の大切さを伝えるために「城南空襲」を伝えるモニュメン

ト・碑が必要ではないでしょうか。 

戦後８０年はよい機会だと思います。皆さんで声をあげ、実現しませんか。 

２０２５年５月城南空襲を語り継ぐ会  

連絡先:03-5742-7563 fax03-3775-7883 西條 

 

地域の戦争の足跡を記録して残したいと小冊子『城南空襲・焼け跡歩き』を作っています。皆さんの

知っている場所・ものがあれば教えてください。 



山の手空襲追悼碑 港区の例

隣の港区は、２４日と２５日に大きく被災し、2007 年赤坂地区総合支所、区政 70 周年記念事業実行

委員会が作った「和をのぞむ」という碑があり、下記の文が書かれています。 

 

隣の大田区は、４月１５日と２４日に大きな空襲を受け、民間の記念碑がつくられています。 

 

区が設立した追悼碑・慰霊碑 

台東区東京大空襲戦災犠牲者追悼碑 １９８６年 

江東区 「希い」の母子像 江東区役所 １９８２年 

豊島区 豊島区空襲犠牲者哀悼の碑 南池袋公園  １９９５年 

 

 


